
研究倫理指導内容チェックリスト（大学院生用） 理工学研究科

共同研
究・受託
研究等

査読

□㉑ 共同研究の相手先との契約書の内容を守ります。

□㉒ ピア・レビューの役割について理解しました。

　大学院における教育において，研究実施及び論文，レポートの作成における倫理の保持は，基本的
な重要性を持っています。しかし，データの改ざんや剽窃など研究不正に関する報道が後を絶たない
ため，この問題に対する社会的関心も極めて高くなりました。そのため，茨城大学大学院では，学生
への研究倫理に対する意識を高めるため，入学ガイダンスまたは授業において研究倫理教育を行って
おります。つきましては，下記項目について，研究倫理に関する指導を受け，理解したものにチェッ
ク（☑）を入れ，指導教員へ提出してください。

全研究科共通事項

責任
□① 科学者または技術者の責任を理解しています。

□② 物事に対し偏見を持たず，公正な研究を行います。

計画

□③ これから行う研究内容について明確に説明できるよう努めます。

□④ 科学的な、または技術開発上の妥当性の模索に努めます。

□⑤ 期待される研究成果とその印象を不当に誇張しません。

□⑥ 指導教員と十分に議論した上で，研究テーマや研究方法を提案します。

□⑦ デュアルユース（用途の両義性）問題について理解し，研究成果には民生用と軍事用
の二面性があり得ることを意識して研究します。

個人情報
□⑧ 目的以外の利用や同意なく第3者への提供をしません。

□⑨ 適切な方法で管理します。

データ

□⑩ 調査に関する書類や画像等適切な方法で取得，保管し，厳重に扱います。

□⑪ 重要なデータは，修了時まで保存します。

□⑫ USBメモリ等外部記憶媒体を使用する場合には，ロックのかかるものを使用します。

□⑬ 茨城大学情報セキュリティポリシー（http://www.ibaraki.ac.jp/isp/）を遵守し、
調査・研究上で得た機密性の高い情報のデータの流出をしないよう努めます。

研究不正
行為

□⑭ 存在しないデータや研究結果等を作成（＝捏造）しません。

□⑮ 研究資料・機器・過程を変更する操作を行い，データ，研究活動によって得られた結
果等を真正でないものに加工（＝改ざん）しません。

□⑯ 他の研究者のアイディアやデータ，論文等を当該研究者の了解もしくは適切な引用な
しで発表（＝盗用）しません。

発表方法

□⑰ 方法，結果，考察を明確に記載します。

□⑱ すでに公表されている論文を投稿（＝二重投稿）しません。

□⑲ オーサーシップを偽りません。

□⑳ 引用には，出典を明記します。
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日付
署名また
は押印

／

／

／

／

／

□上記研究科固有事項について，全て説明を受け理解しました。

□上記研究科固有事項には該当しません。 

　※該当しない固有事項の番号を下記（）内に記載してください。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

氏名

　年　　　　　月　　　　日

研究科 専攻

学籍番号

理工学研究科 固有事項
担当教員指導状況

研究の記
録

□① 研究ノートを作成し，研究の記録を適切に記載，管理
します。

□② 研究ノートには，ページの追加ができるルーズリーフ
は使用しません。

□③ 記録には，必ずペンを使用します。

実験・実
習

□④ 実験，実習に関する説明を遵守します。

□⑤ 研究材料の取扱いについて，関係する分野の法令及び
研究指針を遵守しなければならないことの説明を受けまし
た。


